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■採択課題：「次世代ゲノミクス研究による乾癬の疾患病態解明・個別化医療・創薬」

■研究代表者：岡田 随象（大阪大学大学院医学系研究科）

■研究期間：最長５年（令和２年７月下旬～令和７年３月）

■研究概要：ロング・ショートリード併用WGSによる乾癬大規模ゲノム情報と臨床層別化情報を構築
し、横断的オミックス解析・PRS・深層学習・トランスクリプトームワイド関連解析（TWAS）等の
次世代技術の適用により、乾癬の疾患病態解明・ゲノム個別化医療実装・新規創薬を目指す。

採択課題：

１．令和２年度研究課題の進捗状況

公募内容：

分野 研究開発費の規模 研究開発実施予定期間 新規採択課題予定数
1 自己免疫疾患
2 精神疾患

1課題当たり年間
 上限38,000千円程度 最長５年 0～2課題程度

• 健康・医療戦略室の総合調整の下、創薬への橋渡し等の観点から厚生労働省内で検討した上で、製薬協とも調整した提案
（参考１）を踏まえ、「注力すべき疾患」を決定。

• 令和２年度新規公募は、アンメットメディカルニーズが存在し、社会的ニーズが大きいと見込まれる「自己免疫疾患」及び「精神疾
患」について公募を実施した。
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【参考１】注力すべき疾患に関する意見 （厚生労働省提供資料）



（厚生労働省提供資料）
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２．令和３年度研究課題の取組方針

• 先端ゲノム研究開発（GRIFIN）での支援期間後、臨床研究等の次のフェーズへスムーズに移行できるよう、個々の課題（参考
２）をそれぞれ、適当な事業へ導出するためのサポート体制をAMEDに構築し、社会実装に向けたモデル事例を創出。

• 令和３年度新規公募においては、ゲノム医療協議会におけるご意見、事業の事後評価・中間評価を踏まえ、具体的な内容を検
討する。
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① ②

③以下の課題の評価・公募結果を踏まえ、評価の
高い課題から予算の範囲内で採択を検討
① H28年度採択／R2年度終了課題８課題のうち、

ステージゲート審査を受ける４課題
② H30年度採択／R2年度中間評価課題２課題
（評価結果によりR3年度以降の予算額が変動）

③ R3年度公募課題：自己免疫疾患・精神疾患 複数課題

研究課題の取組方針のまとめ



開始
年度

終了
年度

研究開発課題名
研究代表者

（機関）
現在までの成果

臨床応用
【想定される臨床研究】

想定される臨床応用例
臨床研究の
開始予定

H28 R2
精神・神経疾患治療薬及びがん治療
薬におけるファーマコゲノミクス研究

莚田 泰誠
（理化学研究所）

・ラモトリギン誘発薬疹関連遺伝子の同定
・レゴラフェニブ誘発肝障害関連遺伝子の同定
・フェニトイン誘発薬疹関連遺伝子の同定
・イリノテカン誘発副作用関連遺伝子の同定
・治療抵抗性統合失調症関連遺伝の同定

治療
（薬剤選択）
【企業との共同研究による診断
薬の開発、・副作用リスク予測ア
ルゴリズムに基づいた遺伝子検
査の臨床的有用性の実証】

ラモトリギン誘発薬疹、レゴラフェニブ誘発肝
障害、フェニトイン誘発薬疹、イリノテカン誘発
副作用等、薬物の副作用と関連する遺伝因
子を特定、発症リスク予測モデルを構築し、そ
れに基づき、治療の際の薬剤選択に応用する。

R3

H28 R2
糖尿病の遺伝・環境因子の包括
的解析から日本発次世代型精密
医療を実現するプロジェクト

門脇 孝
（東京大学）

・日本人集団の2型糖尿病に関わる新たな遺
伝子領域を発見

二次予防
（重症化・合併症予防
【重症化予測モデルの改良と予
測に基づいた予防的介入プログ
ラムの策定、企業との共同研究
による新規治療薬開発】

糖尿病の重症化（合併症の発症）に関連する
遺伝因子を見いだして、重症化予測モデルを
開発し、糖尿病患者のうちハイリスク者に対し
て早期に治療介入や薬剤選択の最適化を可
能にする。

R3

H28 R2
パーキンソン病に対する真の意
味のオーダーメイド治療を目指し
た研究

戸田 達史
（東京大学）

・パーキンソン病の新規治療薬候補として悪性
黒色腫治療薬dabrafenibを同定
・パーキンソン病及び認知症関連遺伝子解析
で開発したパネルがIon AmpliSeq Custom 
Panel Japan Community Panelとして商品化
・ミトコンドリア機能を回復させることで神経細
胞死の回避に成功（パーキンソン病予防に向
けた概念実証研究）

治療
（医薬品の適応拡大）
【企業と連携した治験の実施】

パーキンソン病患者のゲノム解析より得られ
た感受性遺伝子群とインシリコ解析を用いた
新たな手法により見出された悪性黒色腫治療
薬dabrafenibが、神経細胞死抑制効果を示す
ことから、新たな治療法の確立を目指す。

R2

H28 R2
精神疾患のゲノム医療実現に向
けた統合的研究

加藤 忠史
（理化学研究所）

・双極性障害の病態において、ミトコンドリア機
能障害がセロトニン神経の活動変化を引き起
こすことを発見

治療
（新規治療薬）
【企業との共同研究による新規
治療薬開発】

精神疾患患者のゲノム解析から見出された疾
患関連因子から、創薬標的分子、バイオマー
カー候補分子を見出し、新規創薬として展開
する。

R3

H30 R4
マルチオミックス連関による循環
器疾患における次世代型精密医
療の実現

小室 一成
（東京大学）

・心不全・虚血性心疾患・心房細動等の罹患者
のゲノム解析、メタボローム解析等を実施中。
・DNA損傷応答陽性の不全心筋細胞を同定
（心不全の重症度の指標を発見）
・大規模なヒト血管内皮エピゲノムデータベー
スの構築（国際ヒトエピゲノムコンソーシアムプ
ロジェクトへの貢献）

治療（薬剤選択）

二次予防
（合併症予防・予後予測）
【層別化および予後予測法の臨
床現場への応用、同定した遺伝
要因をターゲットにした新規治療
薬の開発（企業との共同研究）】

循環器疾患において、マルチオミックス情報
による疾患層別化法を確立し、病態把握、治
療法選択、予後推定を可能にする。

R5

H30 R4

精緻な疾患レジストリーと遺伝・
環境要因の包括的解析による糖
尿病性腎臓病、慢性腎臓病の予
後層別化と最適化医療の確立

柏原 直樹
（川崎医科大学）

・糖尿病性腎臓病（DKD)、慢性腎臓病（CKD)
の検体収集、臨床情報の抽出を実施中。
・CKDデータベース（J-CKD-DB）を基盤に、
CKDの実態と診療実態を解明。

二次予防
（重症化・合併症予防）
【重症化バイオマーカーに基づ
いた診断薬の開発（企業との共
同研究）】

糖尿病性腎臓病を含む慢性腎臓病患者の遺
伝解析から、透析移行を含めた予後を予測す
るモデルを構築し、患者に応じた早期介入、
治療選択を行う。

R5

R2 R6
次世代ゲノミクス研究による乾癬
の疾患病態解明・個別化医療・
創薬

岡田 随象
（大阪大学）

－ － － －

AMEDゲノム医療基盤研究開発課作成
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【参考２】これまでの先端ゲノム研究開発（GRIFIN）での取組＜疾患研究＞


